
２０１５年１１月１日 主日礼拝  ＜誕生祝福式＞ 
 

司  会        ①小田茂兄    ②島田兄    ③当麻泰兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三畑兄                                                                                     ②水谷兄  

 

                              賛  美  聖歌４６２番「我が生涯はあらたまりぬ」 

          （罪とがをゆるされ・４６４番）（主イエスをほめよ） 

   使徒信条 

    

聖  書    ①②マルコによる福音書１４章３～９節  （Ｐ７５） 

                  ③  テモテへの第二の手紙４章１～８節  （Ｐ３３６） 
                                                                                                                                             

音  楽                                                       ナイト de ライト 

証  詞                    ①②平野翔一兄 

     

メッセージ   ①②「何よりも主を愛する」   長沢崇史師 

③  「戦いを戦いぬき、行程を走りぬいた人々」 

大川従道牧師 

                                                           

賛  美        「主が私の手を」  （６５１・献金）（東京開拓） 
頌  栄  「シャローム・シャローム」  アーメン 

                                                                    祝   祷                        
 
 

【大和ニュース】  

* 本日は、北海道から長沢先生とナイト deライトをお迎えできて大感謝！ 

  「賛美集会スペシャル」は、昼２時半から。参加無料。   

・ 本日から３回連続で「入門講座」(９時)。受洗及び転入希望者は必修です。 

・ 本日、ICA祷援会、ヨシュア会、バルナバ会、手話研究会等あり。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！説教はペルーのミゲル師と下田宣教師。水夜と木朝。 

* 準備祈祷会は、久々の按手祈祷あり。説教は倉知師と大川師。金曜夜９時。 

* 来週の第２と第３礼拝に、榊原先生が説教者として来られます。ご期待下さい。 

* 東京カルバリーは、５時。ハイアットホテル。２８階「スカイルーム」。説教は大川牧師。 

・ ３日（火・祝）は大和でＧＬＳ。京王よみうりランドでセレブレーションキッズが行われます。 

・ 伝道のチャンス！武道館のチケットは、金土日とも残りわずか。ロビーにて。 
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石の枕  
  

 東京カルバリーチャペルの先週の礼拝出席者は、２０４人で大盛況でした。 
ムーイ先生を通し、主のいやしのみ業がなされて、Praise the Lord！でした。 
 特に大和の青年会が、最初の賛美から前に立ち、特賛も暗記されて、メチャ 
すばらしい礼拝となりました。礼拝には、「エジソンパワー」(社長は山田敏雅兄) 
の社員さんが大勢来られて恵みをお受けになりました。 
 クリスチャンの特権のひとつは、礼拝に出席するだけで宣教の業に参与でき 
ることです。（礼拝を休むことは、モーセの十戒のひとつを破ることですから 
神の前には大変な罪です。)賛美と祈りをもって、積極的に出席するだけでも 
大いなる働きと評価されます。 
 すでにユーチューブにて観られますが、青年会の賛美の下にそれぞれの名前 
が出ていて、有名合唱団の風格があります。きっと天国でも、奉仕者や参加者 
の名前がおぼえられて、召天された先輩たちや天使たちの間で大さわぎでしょう。 
 
 先週の祈祷会で説教者の坪井先生が、北海道は函館の「遺愛学院」という 
ミッションスクールを紹介されました。創立者は、かの有名なハリス宣教師夫妻。 
 ハリス師は内村鑑三、新渡戸稲造に授洗。夫人は「土佐日記」を英訳した。 
 学校名に遺産の「遺」を使うのは、キャロライン・ライトという女性が、最愛 
の娘を病気で失い、悲しみの果て沈み込んでいたとき、当時(明治６年)、 
日本宣教のために祈りを要請していたハリス夫人の宣教のスピリットにふれ、 
自分の娘の教育資金のために貯えておいたものを捧げ、その「遺産のような 
献金」を基にして校舎が造られ、スタートしたので「遺愛学院」という名前に 
なっているとのことです。 
 アメリカでは、こういう寄附行為で建てられた研究所が多くあると、TED で 
山中伸弥氏が語っておられた。シャローム館は、安藤せい姉の遺贈を用いて 
命名。泉チャペルも小泉兄姉の遺贈を記念して命名。他にもあります。 
 税理士の中井幸夫兄が、ご専門の知恵を用いて、本格的に労しておられる。 
(ロビーに掲示されている)。教会員の中沢良子姉が、遺愛学院の同級会で、 
大川牧師の「非まじめ牧師の説教集」を１０冊もって、校長先生と同級生に 
配りました。その中の１人「岡島真理子」さんが、先日、受洗されました。 
ガラテヤ６の７～１０。栄光は主に！！ 
 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：テトス２章～へブル４章  Ｂコース：エレミヤ３１章～４８章 


